
立
命
館
経
済
学
（
第
一
、
巻
・
第
五
．
六
号
）

一
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二
（
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東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
の
振
興
と
経
済
開
発
、
に
っ
い
て

高
見

沢
　
茂
　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

第
二
次
大
篭
よ
一
て
・
わ
が
国
の
持
一
て
い
た
領
土
の
う
ち
、
朝
鮮
、
台
湾
、
疏
球
、
樺
太
、
千
島
、
奮
び
に
南
洋
諾
髪

失
一
た
果
と
し
て
の
生
き
る
道
は
、
た
だ
、
外
国
貿
易
に
襲
藁
め
る
外
は
き
。
換
一
一
一
一
口
す
注
、
戦
前
の
領
土
の
四
五
。
五

髪
菱
し
・
加
う
る
に
・
嚢
に
さ
て
は
一
一
〇
髪
失
一
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
船
舶
に
さ
て
は
戦
前
の
六
〇
〇
万
噸
に
対

し
て
・
現
在
・
某
の
所
有
船
鶏
数
は
僅
か
に
二
七
〇
万
讐
あ
る
。
而
か
も
、
葵
な
合
を
擁
し
て
、
即
ち
、
篭
の
合

に
・
海
外
か
ら
の
引
揚
妻
ど
の
荒
を
加
う
注
、
優
に
九
百
万
以
走
の
ぽ
つ
て
い
る
、
終
戦
後
の
合
の
増
加
率
は
、
白
然

増
加
に
さ
て
二
個
年
百
六
・
七
十
万
人
を
示
し
、
一
昭
和
二
十
二
年
昭
和
二
十
三
年
一
、
ま
た
、
前
述
の
引
揚
者
は
、
一
ソ

聯
に
お
け
る
六
十
七
万
人
を
除
く
）
大
体
、
六
百
万
人
（
昭
和
二
十
三
年
）
に
な
つ
て
い
る
。

斯
か
る
籔
間
に
大
量
父
口
の
移
動
若
し
、
而
か
も
、
轟
及
び
工
蓋
源
の
供
給
享
ハ
け
て
い
森
弍
美
つ
た
日
本

と
し
て
は
・
国
内
市
場
狭
隆
・
且
つ
・
資
源
に
乏
し
く
活
き
る
道
は
外
国
貿
易
以
外
に
無
い
こ
と
は
周
知
○
事
実
で
あ
る
。

さ
て
・
わ
が
国
の
外
国
貿
易
の
振
興
．
経
済
開
発
の
発
展
を
計
る
地
域
は
、
ま
ず
、
地
理
的
に
お
い
て
嘉
め
て
身
近
か
墨
え



、
て
い
る
東
南
ア
ジ
ァ
・
近
東
ア
ジ
ァ
の
貿
易
圏
を
除
い
て
は
、
他
に
無
い
と
い
つ
て
も
、
け
だ
し
、
過
一
一
一
口
で
は
な
い
。
特
に
、
東
南

ア
ジ
ァ
に
対
す
る
工
業
技
術
の
協
力
、
並
び
に
、
資
源
復
興
開
発
に
対
す
る
投
資
こ
そ
、
わ
が
国
の
経
済
自
立
自
営
に
関
す
る
現
下

緊
急
の
問
題
で
あ
る
と
思
う
。

二

　
東
南
ア
ジ
ァ
の
復
興
開
発
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
は
、
大
体
、
諸
外
国
と
貿
易
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
米
国
は
、
こ
れ
ら
の
諾
国

に
対
し
て
ポ
ィ
ン
ト
、
フ
ォ
ァ
政
策
（
勺
◎
享
冒
害
津
◎
頃
§
旨
）
、
換
言
す
れ
ば
、
後
進
国
開
発
計
画
（
寅
讐
。
庁
尋
四
、
｛
○
。
一
一
一
一
け
、
｝
。
。
。

】
）
薯
２
毛
旨
雪
け
冒
彗
）
と
称
し
、
対
外
政
策
の
一
つ
と
し
て
推
進
し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
、
米
国
の
対
外
政
策
は
、
一
九
四
九
年
一
月
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
就
任
演
説
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
の
構
想

に
よ
る
と
、
後
進
国
経
済
開
発
を
援
助
す
る
こ
と
は
、
Ｈ
　
薪
し
い
盟
邦
を
作
る
基
に
な
り
、
い
　
米
国
の
対
外
貿
易
、
ヨ
ー
ロ
ツ

バ
復
興
計
画
、
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
に
多
大
の
寄
興
を
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
地
域
に
お
け
る
貧
困
と
未
開
発
と
が
、

自
由
世
界
に
対
す
る
一
つ
の
脅
威
を
な
し
て
い
る
。
従
つ
て
、
こ
の
援
助
は
二
つ
の
両
か
ら
取
扱
わ
れ
、
第
一
は
、
生
産
施
設
、

企
業
設
立
に
対
す
る
物
的
援
助
、
第
二
は
、
抜
術
、
科
学
及
び
経
営
上
の
知
識
の
供
給
で
あ
る
。
而
し
て
、
海
外
投
資
に
つ
い
て
は
、

政
府
投
資
よ
り
も
氏
間
投
資
に
多
く
を
求
む
べ
き
で
あ
る
。
海
外
諾
国
は
米
国
の
民
間
資
本
を
誘
致
す
る
に
足
る
条
件
を
整
え
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
米
国
政
府
は
す
で
に
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
氏
間
投
資
の
保
託
問
題
を
取
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
計
画

で
は
更
に
大
規
模
に
輸
出
入
銀
行
を
し
て
保
証
措
置
を
行
わ
し
め
、
資
本
の
進
出
を
促
進
さ
せ
た
い
意
向
で
あ
る
。
後
進
国
と
は
ど

の
地
域
を
指
す
の
か
、
明
確
な
る
概
念
は
な
い
。
大
統
領
就
任
演
説
に
お
け
る
開
発
地
域
は
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
近
東
ア
ジ
ァ

　
　
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
振
興
と
経
済
開
発
に
つ
い
て
（
高
見
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
（
六
七
七
）
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玄
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に
き
て
行
わ
れ
る
差
っ
て
い
る
。
一
穫
植
民
地
及
び
半
獲
讐
域
を
念
頭
に
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
米
国
は
、

後
進
国
地
域
・
即
ち
未
緊
地
域
の
経
済
篭
と
そ
の
生
活
水
準
の
向
上
が
、
米
国
の
国
防
動
員
に
重
要
姦
割
を
演
じ
て
い
る
も

の
と
し
て
・
平
和
・
自
由
一
王
義
制
度
及
び
人
類
の
福
祉
は
世
界
経
済
の
拡
張
に
お
い
て
の
み
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
、
て
あ
り
、
現
在

の
自
由
世
界
の
生
産
は
・
人
類
の
必
要
と
国
民
の
防
衛
の
必
要
を
充
た
す
に
な
お
、
不
充
分
で
あ
る
。
す
べ
か
ら
く
、
資
源
の
多
く

を
平
和
を
守
る
た
め
の
武
穫
投
妄
け
注
奮
き
。
而
し
て
、
国
の
内
外
蓋
じ
て
警
力
を
向
上
せ
し
め
る
こ
と
が
必
要

ノ
し
あ
る
と
強
調
し
・
如
何
な
る
国
家
、
自
分
一
個
の
力
で
は
仕
事
が
出
来
な
い
か
ら
、
共
同
の
利
益
に
一
致
協
力
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
・
始
め
て
必
要
な
食
糧
・
原
料
及
び
製
品
を
増
産
し
、
も
つ
て
、
世
界
の
恒
久
平
和
、
安
定
及
び
福
祉
を
求
め
る
た
め
に
、
飢
餓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竃
・
文
盲
及
び
疾
病
を
根
絶
す
る
経
済
的
攻
勢
に
協
力
し
な
け
れ
ば
奮
奮
と
い
つ
て
い
る
。
わ
が
国
の
現
状
に
書
て
、
軍

備
が
云
六
さ
れ
て
い
る
折
柄
〃
再
軍
備
と
経
済
開
発
〃
と
い
う
命
題
に
対
す
る
好
き
資
料
で
あ
る
と
恩
ふ
。

註
　
の
　
東
京
銀
行
調
査
部
編
「
貿
易
為
替
辞
典
」
一
七
五
頁

　
　
＠
＝
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；
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・
…
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；
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司
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、
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事
、
、
、
。
、
ず
、
。
。
、
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目
、
．

　
　
　
｝
◎
・
ぎ
童
一
ｇ
（
目
本
貿
易
会
編
貿
易
調
査
叢
書
第
十
一
輯
に
よ
る
。
）

　
さ
て
、
わ
が
国
と
し
て
は
、
東
南
ア
ジ
ァ
の
復
興
開
発
に
つ
い
て
、
今
後
五
、
六
ケ
年
の
計
画
を
建
て
、
援
助
資
金
を
プ
ー
ル
・
し
、

多
角
決
済
方
式
に
よ
る
資
金
の
利
用
と
海
外
貿
易
の
振
興
と
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
東
南
ア
ジ
ァ
復
興
開
発

政
策
を
推
進
す
る
中
心
機
構
が
必
要
で
あ
る
が
、
既
に
、
日
本
輸
出
入
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
る
わ
が
国
と
し
て
は
、
西
欧
に
お
け
る
、

い
わ
ゆ
る
、
所
謂
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
事
務
局
と
日
本
輸
出
入
銀
行
と
の
連
絡
を
締
密
に
し
、
も
っ
て
、
ア
ジ
ァ
貿
易
の
発
屡
を

期
す
べ
き
で
あ
る
。



　
政
府
も
日
米
の
経
済
協
力
と
日
本
経
済
の
自
立
を
調
和
さ
せ
る
意
図
か
ら
、
特
に
ド
ル
不
足
の
解
決
と
将
来
の
安
定
市
場
の
確
民

の
意
味
で
東
南
ア
ジ
ァ
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
云
わ
れ
る
。
こ
れ
が
た
め
に
、
東
南
ア
ジ
ァ
の
綜
合
開
発
会
杜
の
如
き
を
設

立
し
、
輸
出
入
銀
行
の
業
務
の
拡
大
に
よ
る
投
資
金
融
制
度
と
相
侯
つ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
開
発
を
図
つ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
　
・

　
東
南
ア
ジ
ァ
の
開
発
は
、
す
で
に
、
抜
術
面
の
協
力
と
開
発
増
産
の
協
力
が
具
体
的
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
際
の
投
資
方
法
は
東
南
ア
ジ
ァ
諾
国
に
直
接
投
資
す
る
場
合
と
前
述
の
東
南
ア
ジ
ァ
開
発
の
会
社
を
通
じ
て
投
資
金
融
す
る
場
合

の
二
本
建
金
融
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
開
発
会
社
は
半
官
半
民
の
特
殊
会
杜
と
す
る
か
、
或
は
政
府
援
助
の
氏
営
会
社
と

す
る
意
向
の
よ
う
だ
。
基
礎
原
料
の
多
く
を
海
外
に
仰
い
で
い
る
日
本
経
済
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
鉄
鉱
石
、
銅
鉱
石
、
マ
ン
ガ
ン

鉱
石
・
ボ
ー
キ
サ
ィ
ト
石
炭
、
塩
、
木
材
な
ど
の
開
発
増
産
計
画
を
建
て
て
、
．
開
発
投
資
金
融
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
南

ア
ジ
ァ
開
発
投
資
計
画
に
対
す
る
資
金
計
画
に
つ
い
て
は
表
に
よ
っ
て
、
後
述
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三

”』山一

〃一－

　
第
二
次
大
戦
後
の
ア
ジ
ァ
に
お
い
て
は
、
中
共
貿
易
を
除
い
て
も
、
近
隣
諾
国
と
の
貿
易
は
、
低
下
の
一
線
を
た
ど
つ
て
来
て
い

る
・
わ
が
国
の
外
国
貿
易
発
展
の
海
外
市
場
と
し
て
は
、
地
域
的
に
極
め
て
近
く
に
在
る
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
の
振
興
を
図
る
以
外
に

活
路
は
見
出
し
難
く
・
従
っ
て
、
現
下
の
日
本
と
し
て
は
、
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
に
重
大
な
る
関
心
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
山
な
い
。
幸

い
・
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
の
比
重
は
暫
時
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
わ
が
国
の
海
外
貿
易
に
お
い
て
、
東
南
ア
ジ
ァ
の
占
め
る
地
伎
は
極
め

て
一
東
大
で
あ
る
。

東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
圏
に
淳
る
輸
空
業
、
特
に
機
械
製
品
の
輸
巣
準
徒
下
し
て
い
る
如
き
機
簑
す
る
傾
向
茎
つ
た
が
、

　
　
　
　
番
ア
ジ
ア
貿
易
の
簑
と
経
済
開
奮
つ
い
て
一
高
見
沢
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（
六
八
Ｏ
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絡
戦
直
後
の
特
殊
事
惜
を
除
い
て
、
わ
が
国
の
工

業
力
は
、
決
し
て
一
般
的
に
低
下
し
て
い
る
と
は

患
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
潜
在
的
工
業
力
は
、
わ

が
国
の
誇
り
と
す
る
に
足
る
と
思
う
。
日
本
の
経

済
は
終
戦
後
次
第
に
再
建
し
つ
つ
あ
り
、
特
に
工

業
力
に
お
い
て
は
、
　
が
ア
ジ
ア
の
工
場
”
と
称
せ

ら
れ
、
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
圏
へ
の
輸
出
は
大
い
に

見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
ノ
」
、
東
甫
ア
ジ
ァ

ヘ
の
輸
出
の
全
般
に
亘
っ
て
、
地
域
別
に
観
察
す

れ
ば
、
次
ぎ
の
如
く
に
な
つ
て
い
る
。（

百
分
比
）

．
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引
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こ
れ
を
商
品
別
に
輸
出
入
の
面
に
お
い
て
観
れ
ば
、
次
の
如
き
統
計
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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ベ
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葛
マ
＼
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〉
告
警
、
サ
斗
帥
吟
料
叫
・

　
　
礫
心
　
満
酎
、
篶
、
石
亘
召
隅
沸
事
４
、
べ
４
ベ
マ
ー
Ｊ
マ
＼
斗
先
１
＼
、
４
ま
砕
’
淵
惑
先
＼
、
廿
斗
づ
べ
＼
■
廿
、
、
・
凧
＼
で
べ
・
へ
＼

　
　
　
　
　
マ
’
×
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、
＼
４
★
へ
ｏ
、
附
吟
サ
ｏ

　
以
上
の
統
計
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
る
如
く
、
日
本
貿
易
の
将
来
を
決
す
る
と
み
ら
れ
る
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
は
、
こ
の
際
、
一
層
具

体
的
に
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
同
時
に
、
わ
が
国
の
通
商
政
策
の
基
本
を
確
立
し
、
も
っ
て
最
善
の
努
力
を
尽
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
た
ま
た
ま
、
本
年
八
月
十
五
日
氏
間
貿
易
再
開
五
週
年
に
あ
た
り
、
日
本
貿
易
会
主
催
に
か
か
る
、
第
一
回
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
懇

談
会
の
席
上
、
日
本
銀
行
総
載
、
及
び
、
日
本
輸
出
入
銀
行
副
総
裁
は
、
夫
々
、
次
の
如
き
大
要
の
演
説
を
し
て
い
る
。
即
ち
、
世

界
の
各
国
は
輸
入
の
制
限
、
関
税
の
引
上
げ
な
ど
に
よ
っ
て
、
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
る
傾
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
時
的
現
象
で
あ

り
、
現
に
、
英
国
は
棋
界
経
済
縮
少
の
打
破
を
呼
び
、
米
国
は
貝
由
世
界
に
協
力
す
る
政
策
を
推
進
し
つ
つ
あ
る
、
然
し
、
微
力
な



巳
本
と
し
て
は
、
国
際
経
済
場
裡
に
立
っ
て
、
ま
ず
、
原
料
を
地
域
的
に
身
近
か
に
あ
る
東
南
ア
ジ
ァ
に
求
め
、
工
業
技
術
の
近
代

化
、
経
営
の
合
理
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
輸
出
商
品
の
コ
ス
ト
を
引
下
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
強
調
し
、
東
南
ア
ジ
ァ
地
域
の
復
興
開

発
の
必
要
性
を
説
き
、
同
時
に
、
開
発
し
て
や
る
な
ど
の
如
き
態
度
を
捨
て
て
、
あ
く
ま
で
も
、
東
南
ア
ジ
ァ
地
域
の
工
業
化
の
た

め
に
、
日
本
の
技
術
を
提
供
し
、
且
つ
、
協
力
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
更
に
強
く
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
経
営
の
合
理
化
を
金
融
的

に
促
進
す
る
措
置
と
し
て
、
外
貨
貸
付
の
ポ
ン
ド
の
金
利
を
年
三
分
以
内
に
し
、
そ
の
期
間
も
三
年
程
度
に
す
る
こ
と
を
明
言
し
、

国
内
金
利
は
資
本
蓄
積
の
関
係
か
ら
無
理
に
引
下
げ
る
こ
と
は
よ
く
な
い
が
、
外
国
貿
易
の
振
興
に
よ
っ
て
、
自
然
に
下
る
よ
う
な

方
向
へ
持
っ
て
行
き
た
い
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
　
（
昭
和
二
十
七
年
八
月
十
五
目
大
阪
朝
巨
新
聞
掲
載
記
事
参
照
）

　
前
述
の
演
説
に
お
い
て
も
触
れ
て
い
る
が
、
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
輸
出
商
品
の
コ
ス
ト
を
引
下
げ
る

こ
と
が
、
現
下
の
急
務
で
あ
る
と
思
う
。
日
本
の
製
品
は
、
価
格
が
高
く
て
品
質
が
粗
悪
で
あ
る
と
い
う
如
き
風
評
を
蒙
っ
て
は
毛

頭
な
ら
な
い
。
い
や
し
く
も
、
粗
雑
な
商
品
を
高
く
買
う
商
杜
は
無
い
筈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
わ
が
国
の
、
或
る
商
社
は
カ
メ
ラ
は

優
秀
で
あ
る
と
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
大
体
、
世
評
の
通
り
で
あ
る
が
、
品
質
の
均
一
性
が
欠
け
て
い
る
。
最
近
輸
出
商
晶
の

品
質
管
理
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
然
し
、
ま
だ
ま
だ
、
品
質
改
良
の
余
地
は
多

分
に
あ
る
。
輸
出
貿
易
の
振
興
は
、
商
品
の
品
質
改
良
の
み
な
ら
ず
、
広
く
海
外
市
場
の
積
極
的
開
拓
が
、
最
も
重
大
な
問
題
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
コ
こ
ｏ
点
に
お
い
て
、
第
二
次
大
戦
後
○
ド
ィ
ツ
が
、
わ
が
国
と
全
く
同
じ
悪
条
件
下
に
あ
り
な
が
ら
、

死
に
も
の
ぐ
る
い
に
な
っ
て
、
海
外
市
場
の
開
拓
に
努
力
し
て
い
る
現
象
は
学
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
、

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
振
輿
と
経
済
開
発
に
つ
い
て
（
高
見
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
（
六
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
（
六
八
四
）

　
か
が
国
の
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
に
お
け
る
バ
ラ
ソ
ス
に
つ
い
て
は
、
ド
ル
地
域
か
ら
の
入
超
を
ア
ジ
ァ
ァ
地
域
へ
の
出
超
で
カ
バ
ー

す
る
こ
と
が
、
日
本
貿
易
の
伝
統
と
も
い
う
べ
き
形
態
で
あ
つ
た
が
、
現
状
に
お
い
て
は
、
ド
ル
と
ポ
ン
ゴ
バ
と
の
自
由
交
換
（
串
、
。
、

８
毫
ｏ
ま
巨
身
）
が
求
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
入
超
と
出
超
の
相
殺
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
い
き
お
い
片
貿
易
と
な
り
、
わ
が

国
の
貿
易
発
展
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
次
ぎ
の
統
計
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
材
ｅ
満
悪
、
、
、
輝
津
囲
重
×
“
＼
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Ｈ
ｂ
◎
ｏ
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＼
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お
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ｏ
合

回
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サ
い
ｓ
（
欝
迂
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画
　
封
　
ｓ
（
蓼
＞
）

＼
４
　
　
、
　
　
＼
　
　
　
×

お
お

珂
材
亨
い
ｅ
（
蓼
圧
）

珂
　
耕
　
ｓ
（
蓼
＞
）

＼
”
　
　
　
】
　
　
　
＼
　
　
　
メ

－
８
◎

回
甘
亨
い
ｅ
（
罫
正
）

回
　
耕
　
ｅ
（
蓼
＞
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＼
｛
　
　
、
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×

　
　
ト
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捧
梱
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８
Ｑ
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９
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０
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。



　
わ
が
国
が
、
東
南
ア
ジ
ァ
地
域
に
お
け
る
資
源
の
開
発
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
に
対
す
る
購
買
力
を
増
大
せ
し
め
る
と
、

同
時
に
、
中
国
市
場
な
き
後
の
原
料
資
材
確
保
と
い
う
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
、
し
か
し
、
現
下
の
Ｒ
本
経
済
の
景
気
は
、
い

よ
い
よ
、
下
降
す
る
の
現
象
に
対
し
て
、
一
般
の
関
心
が
深
ま
り
つ
つ
あ
り
、
一
抹
の
不
安
な
き
に
あ
ら
ね
ど
も
、
大
体
、
正
常
化

に
向
い
つ
つ
あ
る
と
観
ら
れ
る
。
ま
た
、
外
資
導
入
の
声
も
喧
し
い
が
、
そ
の
計
画
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
性
を
持
っ
た
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
わ
が
国
の
電
源
開
発
の
如
き
も
、
日
本
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
着
手
し
、
非
常
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
な
ら
ば
、
米
国
政
府
機
関
及
び
民
間
業
界
な
ど
に
お
い
て
も
、
米
国
輸
出
入
銀
行
を
通
じ
て
、
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誌
）

面
の
金
融
が
計
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
（
謹
）
　
昭
和
二
十
七
年
六
月
五
日
野
囲
経
済
掲
載
、
米
国
大
使
館
経
済
分
析
担
当
Ｆ
、
リ
ツ
チ
博
士
談

　
現
下
の
日
本
と
し
て
は
、
米
国
の
ポ
ィ
ン
ト
、
フ
ォ
ァ
政
策
に
協
力
し
、
併
せ
て
、
自
国
の
確
乎
た
る
海
外
貿
易
政
策
を
樹
立
す

る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
り
、
緊
急
を
要
す
る
間
題
で
あ
る
。
目
本
輸
出
入
銀
行
の
外
資
導
入
な
ど
に
つ
い
て
も
、
米
国
は
絶
大
の
賛

意
を
表
し
、
わ
が
国
と
し
て
も
、
着
六
成
績
を
挙
げ
て
い
る
と
思
う
が
、
設
立
以
来
巨
も
浅
く
、
貸
出
状
況
は
当
初
の
線
と
異
つ
て
、

「
リ
ス
ク
」
の
点
で
、
市
中
金
融
機
関
の
採
算
べ
ー
ス
に
乗
ら
な
い
の
み
か
、
資
金
の
面
倒
を
見
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
市
中

金
融
機
関
の
資
金
量
の
不
足
を
補
ヅ
と
い
う
、
所
謂
補
助
的
役
割
を
果
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
傾
向
で
は
あ
る
ま
い
か
。
わ
が
国
が
、

占
領
下
に
あ
つ
た
時
代
は
、
資
金
量
の
制
約
も
受
け
、
貸
出
条
件
も
厳
し
か
っ
た
こ
と
ノ
・
あ
ろ
う
。
占
領
中
に
、
い
ろ
い
ろ
と
講
ぜ

ら
れ
た
こ
れ
等
の
措
置
は
、
時
と
共
に
変
化
し
て
ゆ
く
ぺ
き
で
あ
る
。
殊
に
、
独
立
後
の
日
本
と
し
て
は
、
東
南
ア
ジ
ァ
開
発
向
け

の
プ
ラ
ン
ト
輸
出
は
も
ち
ろ
ん
、
開
発
資
金
の
投
資
の
如
き
は
、
毫
頭
制
約
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
巳
本
輸

出
入
銀
行
は
、
本
来
の
主
旨
に
従
ひ
、
貸
出
期
間
を
、
十
年
あ
る
い
は
二
十
年
の
長
期
に
亘
っ
て
、
開
発
資
金
源
を
拡
大
す
べ
き
で

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
振
奥
｛
経
涛
開
発
に
づ
い
て
’
（
高
見
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
（
六
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
（
六
八
穴
）

あ
る
。
東
南
ア
ジ
ァ
開
発
資
金
に
つ
い
て
は
、
米
国
輸
出
入
銀
行
か
ら
も
、
協
力
融
資
を
行
う
計
画
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
◎

周
知
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
日
米
同
一
投
資
対
象
に
対
し
て
、
不
合
理
と
観
ら
れ
る
点
が
な
い
よ
う
に
、
巨
本
輸
出
入
銀
行
と
し

て
は
、
現
在
の
貸
出
金
利
を
相
当
引
下
げ
る
こ
と
が
望
し
い
の
で
あ
る
。
巳
本
輸
出
入
銀
行
の
貸
出
金
利
は
、
現
在
七
分
五
厘
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
米
国
輸
出
入
銀
行
の
そ
れ
は
、
三
分
乃
至
五
分
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば
、
同
一
投
資
対
象
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

二
通
り
の
金
利
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
註
）
　
〇
　
一
九
五
二
年
六
月
五
目
ジ
ヤ
パ
ン
、
エ
コ
ノ
ミ
ツ
ク
、
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
掲
載
記
事
参
照
。

　
　
　
＠
　
一
九
五
二
年
五
月
現
在
。未

　
東
南
ア
ジ
ァ
地
域
の
開
発
投
資
計
画
に
つ
い
て
観
る
に
、
ま
ず
、
終
戦
後
、
わ
が
国
よ
り
派
遺
さ
れ
た
る
技
術
関
係
者
は
、
台
湾

四
三
人
、
ク
イ
一
四
人
、
イ
／
ド
ネ
シ
ア
五
人
、
ビ
ル
マ
ニ
人
、
イ
ン
ド
六
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
圭
六
人
、
セ
イ
ロ
ン
一
人
と
い
う
数

　
　
　
◎

字
を
示
し
、
更
に
、
相
当
数
の
技
術
協
力
者
の
依
頼
を
受
け
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ァ
諸
国
と
の
経
済
提
携
の
強
化
に
関

し
て
は
、
日
本
政
府
も
、
東
南
ア
ジ
ァ
綜
合
開
発
会
杜
の
設
立
、
並
び
に
、
巳
本
輸
出
入
銀
行
の
業
務
拡
大
に
よ
る
投
資
金
融
制
度

の
新
設
な
ど
を
計
画
す
る
意
向
が
見
ら
れ
る
。
加
う
る
に
、
東
南
ア
ジ
ァ
開
発
投
資
計
画
に
対
す
る
資
金
計
画
が
、
後
述
の
如
く
、

す
で
に
、
試
算
の
完
了
を
見
て
、
成
る
べ
く
早
い
機
会
に
、
こ
れ
が
実
現
を
期
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
南
ア
ジ
ァ
閑
発
に
お
い
て
、
目
下
、
政
府
が
検
討
し
っ
っ
■
あ
る
圭
な
る
ケ
ー
ス
は
、
大
体
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ツ
ピ
ン
の
ラ
ラ
ツ
プ
鉱
山
か
ら
は
、
昭
和
二
十
六
年
度
に
、
輸
入
実
績
約
五
十
六
万
噸
の
鉄
鉱
石
を
納
め
て
い
る
し
こ
れ



を
、
昭
和
二
十
七
年
度
七
十
五
万
噸
、
昭
和
二
十
八
年
度
壱
百
万
噸
、
昭
和
二
十
九
年
度
壱
百
二
十
五
万
噸
に
、
増
加
さ
せ
る
た
め

に
、
採
掘
施
設
費
、
約
二
百
万
ド
ル
が
計
上
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
申
の
、
半
額
を
日
本
側
で
負
担
し
、
鋲
石
輸
入
代
金
の
値
引
に
よ

つ
て
返
済
す
る
と
い
う
計
画
が
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
ア
ィ
ァ
ソ
、
マ
ィ
ン
会
社
Ｇ
一
一
さ
冒
昌
胃
｛
冒
Ｏ
昌
｛
竃
、
）
と
、
わ
が
国
の
鉄

鋼
四
社
と
の
間
に
、
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
巨
本
側
よ
り
投
費
す
る
壱
百
万
ド
ル
は
、
　
”
フ
リ
ー
ダ
ラ
ー
〃
で
借
入

れ
た
い
希
望
の
如
く
で
あ
る
が
、
同
鉱
石
の
輸
入
価
格
は
、
ド
ル
圏
よ
り
の
輸
入
し
つ
つ
あ
る
鉱
石
と
比
べ
て
、
割
安
で
あ
り
る
。

緒
局
、
ド
ル
節
約
を
促
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
契
約
内
容
が
適
当
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。
同
じ

く
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
ア
パ
リ
鉄
鉱
山
の
開
発
計
画
も
、
約
二
百
万
ド
ル
の
資
金
を
投
じ
て
、
開
発
着
手
の
商
談
が
、
フ
イ
リ
ッ
ピ

ソ
と
巳
本
の
商
社
間
に
、
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
マ
レ
ー
の
ヅ
ン
グ
ン
及
び
テ
マ
ン
ガ
ン
、
印
度
の
ビ
ハ
ー
リ
オ
リ
ヅ
ウ
、

香
港
、
馬
鞍
山
な
ど
の
諾
鉱
山
の
開
発
に
対
す
る
協
力
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
、
検
討
中
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

ま
た
、
ゴ
ァ
の
鉄
鉱
石
開
発
計
画
は
、
実
行
の
段
階
に
あ
り
、
契
約
も
成
立
し
て
い
る
。
日
本
側
は
、
輸
出
入
銀
行
を
通
じ
て
、
五

億
二
千
万
円
の
施
設
を
、
無
為
替
輸
出
の
形
式
で
融
資
し
、
機
械
の
積
出
し
、
及
び
関
係
技
術
者
の
派
遣
も
、
順
調
に
進
ん
で
ヅ
る
。

そ
の
他
、
石
油
の
開
発
計
画
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
政
府
及
び
そ
の
他
の
国
六
と
、
巳
本
側
の
協
力
に
お
い
て
、
石
油
開
発
会
社
を
設

立
し
、
日
本
か
ら
必
要
な
資
材
を
供
給
す
る
と
共
に
、
優
秀
な
る
技
術
者
を
、
派
遣
す
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
の
洩
田
は
、

外
国
商
社
と
の
契
約
期
間
が
未
了
の
た
め
、
自
国
の
処
理
不
可
能
の
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
、
同
国
の
バ
ン
カ
ラ
ン
プ
ラ
ン
タ
ン
製

淋
所
は
、
す
で
に
契
約
期
間
を
す
ぎ
て
い
る
。
か
か
る
対
象
に
対
し
て
、
東
南
ア
ジ
ァ
開
発
計
画
を
、
わ
が
国
の
外
交
政
策
と
し
て
、

速
か
に
建
つ
べ
き
で
あ
る
。
塩
田
の
開
発
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
の
シ
プ
チ
塩
業
会
社
（
フ
ラ
ン
ス
系
）
か
ら
、
ニ
ン
チ
ュ
塩

田
の
開
発
計
画
の
提
案
を
求
め
て
来
て
い
る
。
近
く
、
わ
が
国
の
専
売
会
社
、
及
び
ソ
ー
ダ
エ
業
会
社
か
ら
、
タ
ィ
国
の
塩
田
を
も

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
振
輿
と
経
済
開
発
に
つ
い
て
（
高
見
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
（
六
八
七
）



立
命
舘
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）

一
五
四
（
穴
八
八
）

兼
ね
た
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
る
と
云
．
わ
九
る
。
な
お
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
の
コ
ン
ヂ
ュ
塩
田
開
発
に
露
し
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
開
発
案
は
、

所
要
資
金
一
六
〇
万
ド
ル
の
う
ち
、
巨
本
側
で
二
二
・
五
％
を
負
担
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
お
い
る
。
計
画
完
成
後
の
塩
の
生
産
量

係
肩

関綱
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］
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炭
業
三

鱒
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石
製
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塩
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計
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パ
～
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り
５
０Ｏ０５ラトマスヒ↓油原
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計
■合

　
の◎そ
す
、
示
中
を
の
会
源
協
資
業
き
事
べ
◎

鉄
す
る

製
待
い

ド
期
て

ン
に
１
れ

イ
域
さ

る
地
定

け
ア
限

拍
ジ
に
ー

に
ア
の

）
南
も

ド
東
る

ｐ
が
す

ク
本
加

ヒ
目
参

サ
来
が

リ
将
側

オ
は
本

（
字
Ｒ

ド
数
に

ン
の
発

イ
上
開

１
・
２
・

）謹（

年
十
二
万
噸
は
、
す
べ
て
、
日
本
へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ン
、
の
他
、
漁
業
の
開
発
計
画
な
ピ
し
も
あ
る
が
、
久
林
的
に
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

画
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
め
て
、
東
南
ア
ジ
ァ
開
発
投
資
計
画
案
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
振
呉
と
経
済
閉
発
に
つ
い
て
（
高
見
沢
）

一
五
五
（
六
八
九
）



（
謹
）

＠　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
暑
）

一
九
五
二
年
四
月
現
在

野
固
経
済
研
究
所
編

一
五
六
（
六
九
〇
）

七

　
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
の
振
興
を
期
す
る
た
め
に
は
、
前
述
の
如
く
、
輸
出
工
業
の
両
を
、
重
ね
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
わ
が

国
の
産
業
は
中
小
企
業
の
比
重
が
著
し
く
大
で
あ
る
。
し
か
し
、
輸
出
工
業
の
大
部
分
を
占
め
る
プ
ラ
ン
ト
輸
出
、
薬
品
工
業
、
化

学
工
業
、
船
舶
工
業
、
軍
輪
工
業
、
金
属
エ
業
な
ら
び
に
繊
維
工
業
な
ど
に
つ
い
て
観
れ
ば
、
大
企
業
に
依
る
部
分
が
よ
り
大
で
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
雑
貨
類
の
輸
出
は
中
小
企
業
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
現
実
で
あ
る
。

従
っ
て
、
大
量
生
産
を
必
要
と
す
る
雑
貨
類
の
輸
出
は
、
大
規
模
の
工
場
に
集
中
化
さ
れ
る
傾
き
も
あ
る
が
、
一
方
、
こ
れ
に
対
応

）在現月６年
２
５和昭（

計

０
ユ

３
２

５
ユ

９
ユ

８

５ー
ユ

７
６
３

４１
１

５

８

３

２

３

１
１
７

ユ

合

－
オ
ー
，

，
　
’

、

詳

一

一
１

１

－

－

－

一

一

・

一

一
１

一

－
１

’

４

１
不
一

１

億
超

５

６

６

８

２

一

一
２
９
ユ

２

３

２

一

－

－

一
１
１
６

５

１
円

’

一
ｉ

徽
岬
１
３
１
，
１
１
、
一
、
、
、
一
－
一
－
一
５
，
円
え
円
一

・

１２

■

’

１
１

１

箭－
２

－
１

１

３

一
１

３

‘

一

■

一

‘

一
１

一

２ユ

■
－－

…

す
る
小
規
模
の
工
場
が
生
き
て
行
け
る
だ
け
の

輸
出
入
貿
易
に
関
す
る
施
策
が
、
現
下
の
日
本

と
し
て
は
、
最
も
必
要
で
あ
り
、
且
つ
、
緊
急

を
要
す
る
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
因
み
に
、

わ
が
国
に
お
け
る
製
造
業
種
別
の
統
計
は
次
の

如
く
で
あ
る
。八



調種業造製

裟
漂
誰
湖

灘滞

潔
下

１
０
を
３
０
以

円万
ｏ
０１

下以
１
　
　
Ｅ
ｏ

３
ｏ
ｏ

９
］

１
… ２

　
　
１

９
］

、
２
…

い二
、 ２

　
　
■
１

２
１
＝
１
…

１

２
；
．
、
一

２
　
　
　
　
２

ぺ
、
ゾ
ジ

２
…
．

，
十

１
■
　
　
１
■

一
，

，
い

Ｌ
「
ゾ
、

一
プ」
．
！
」
、

１

↓
，

２
２ユ

○
’

１
　
３

’
１
↓
　
　
１
■

１
↓
　
　
１
■

４

１
↓
　
　
１
■「
一
，

１
１
－
１
；
一

１
↓
　
　
１
１

１

１
２
一

「
，

属
具
靹
晶
脂
料
晶
業
緯
プ
料
物
晶
具
器
工
滴

　
　
　
薬
　
　
　
製
　
　
　
ル
味

　
器
車
、
　
染
革
　
　
パ
調
産
粧
　
楽
加

　
　
　
業
・
皮
　
、
、
水
化
房
、

械
舶
軌
料
へ
　
紙
料
林
料
具
色

金
機
船
化
油
塗
ゴ
窯
繊
製
食
農
香
丈
玩
染
石

２１
１
４９計合

　
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
の
振
興
に
関
し
て
は
、
な

お
、
わ
が
国
の
内
外
施
策
方
針
に
お
い
て
、
数

多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

も
、
貿
易
協
定
の
如
き
は
、
単
な
る
カ
ラ
念
仏

で
な
く
、
現
実
に
、
取
引
そ
の
も
の
を
協
定
し

た
実
行
力
あ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
わ
が
国
の
外
国
貿
易
業
者
の
自
主
性
を

１
生
か
し
た
関
税
、
船
舶
な
ど
を
含
む
と
こ
ろ
の

最
恵
国
待
遭
の
詐
与
、
並
び
に
、
民
間
買
付
仲

貨
予
算
の
増
額
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
貿
易
関

係
業
者
の
協
同
組
合
組
織
の
如
き
は
、
輸
出
商

品
の
価
格
公
正
、
晶
質
向
上
に
も
役
立
ち
、
ひ

い
て
は
、
国
際
貿
易
機
構
へ
の
貢
献
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

　
兄
本
と
東
南
ア
ジ
ァ
諾
国
の
、
経
済
協
力
の
将
来
に
つ
い
て
、
ジ
ヨ
ン
・
Ｍ
・
ア
リ
ソ
ン
米
国
六
務
次
官
補
は
、
去
る
十
一
月
十

目
、
日
米
協
会
に
於
て
、
　
”
巳
本
と
自
由
ア
ジ
ァ
〃
と
題
す
る
講
演
の
中
で
、
次
ぎ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
日
本
と
東
南

ア
ジ
ァ
と
の
国
交
を
ま
ず
く
し
て
い
る
最
も
複
雑
な
問
題
の
一
つ
は
、
賠
償
問
題
で
あ
る
。
こ
の
暗
償
間
題
が
、
日
本
に
よ
っ
て
侵

略
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ァ
諸
国
の
受
諾
で
き
る
よ
う
な
、
何
等
か
の
解
決
に
達
せ
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
１
日
本
の
商
工
業
が
、
日
本
を
よ

　
　
　
　
東
腐
ア
ジ
ア
貿
易
の
振
奥
と
経
済
開
発
に
つ
い
て
（
高
見
沢
）
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
（
六
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
（
六
九
二
）

り
自
立
す
る
た
め
に
・
東
南
ア
ジ
ァ
で
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
は
難
し
い
。
日
本
が
平
和
条
約
の
条
項
に

従
っ
て
・
賠
償
が
な
ん
ら
か
の
妥
当
な
方
式
に
よ
つ
て
、
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ァ
諸
国
民
に
対
し
て
、
な

ん
ら
か
の
具
体
的
な
提
案
を
す
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
得
に
な
る
こ
と
は
多
く
て
も
、
失
う
こ
と
は
少
い
。
目
本
か
ら
途
方
も
な
い

金
額
の
支
抵
を
要
求
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
外
で
あ
つ
て
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諾
国
政
府
の
責
任
あ
る

立
場
に
あ
る
人
点
は
・
そ
の
よ
う
な
途
方
も
な
い
賠
償
は
、
期
待
し
て
い
な
い
。
も
し
、
日
本
が
こ
の
賠
償
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

が
出
来
る
な
ら
ば
・
そ
し
て
・
海
外
に
在
る
日
本
の
実
業
家
及
び
日
本
政
府
職
員
の
行
動
に
よ
り
、
日
本
が
な
ん
ら
の
特
権
を
も
求

め
ず
・
ま
た
・
一
般
に
認
め
ら
れ
た
公
正
な
る
商
取
引
の
国
際
水
準
に
忠
実
で
あ
る
と
云
ふ
現
実
を
示
す
な
ら
ば
、
日
本
と
東
南
ア

ジ
ァ
の
経
済
協
力
は
・
将
来
、
必
ず
繁
栄
す
る
で
あ
ろ
う
。
米
国
は
、
日
本
と
東
南
ア
ジ
ァ
諾
国
と
の
経
済
協
力
を
促
進
す
る
た
め

に
・
集
る
だ
け
の
こ
と
を
す
る
云
憧
わ
が
国
に
淳
る
器
ア
ジ
ァ
貿
易
、
及
び
経
済
開
発
の
振
興
に
つ
い
て
麦
る
と
き
、

米
国
政
府
機
関
の
要
人
の
言
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

　
（
註
）
　
ミ
胃
竈
吻
■
巴
ｏ
募
ｏ
，
，
一
臼
目
目
げ
竃
。
・
｝
亀
亭
ｏ
ｑ
。
艘
。
｛
ｏ
Ｄ
片
、
↓
。
｛
。
｛
＞
、
旨
。
、
｝
。
、
・

　
　
　
　
謹
な
き
統
計
資
料
は
、
巨
本
貿
易
会
編
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
拙
稿
を
草
す
る
に
当
リ
・
杜
団
法
人
、
日
本
貿
易
会
事
務
局
長
大
川
彰
氏
の
音
変
ら
ぬ
友
情
と
、
貨
軍
な
る
資
料
の
提
供
に
・
対
し
、
深
き
感

　
　
　
　
謝
を
さ
二
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
二
十
四
日
）


